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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和1年8月8日(2019.8.8)

【公表番号】特表2018-520859(P2018-520859A)
【公表日】平成30年8月2日(2018.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2018-029
【出願番号】特願2017-567609(P2017-567609)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  61/36     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/32     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/12     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/46     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   61/36     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/32     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/12     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/10     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/00     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/46     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/40     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月28日(2019.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の液体を、前記第１の液体及び第２の液体を含む供給混合物から選択的に浸透気化
させる方法であって、前記供給混合物を、ポリマーアイオノマーを含む分離膜に接触させ
ることを含み、前記ポリマーアイオノマーは、高フッ素化主鎖と、以下の式（式Ｉ）：
　－Ｏ－Ｒｆ－［－ＳＯ２－Ｎ－（Ｚ＋）－ＳＯ２－Ｒ－］ｍ－［ＳＯ２］ｎ－Ｑ
　［式中、
　Ｒｆは、全フッ素化有機連結基であり、
　Ｒは、有機連結基であり、
　Ｚ＋は、Ｈ＋、１価の陽イオン、又は多価の陽イオンであり、
　Ｑは、Ｈ、Ｆ、－ＮＨ２、－Ｏ－Ｙ＋、又は－ＣｘＦ２ｘ＋１であり、
　Ｙ＋は、Ｈ＋、１価の陽イオン、又は多価の陽イオンであり、
　ｘ＝１～４であり、
　ｍ＝０～６であり、かつ
　ｎ＝０又は１であり、
　ただし、ｍ又はｎのうちの少なくとも１つは、零以外でなくてはならない］による繰り
返しペンダント基と、を有し、
　前記ポリマーアイオノマーは、前記第２の液体よりも前記第１の液体に対する透過性が
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より高く、
　ただし、ｍ＝０であり、かつＱが－Ｏ－Ｙ＋である場合、前記第１の液体はアルコール
であり、かつ前記第２の液体はガソリンである、方法。
【請求項２】
　第１の流体を、前記第１の液体及び第２の液体を含む供給混合物から選択的に分離する
ための浸透気化膜を含むカートリッジであって、前記分離膜はポリマーアイオノマーを含
み、前記ポリマーアイオノマーは、高フッ素化主鎖と、以下の式（式Ｉ）：
　－Ｏ－Ｒｆ－［－ＳＯ２－Ｎ－（Ｚ＋）－ＳＯ２－Ｒ－］ｍ－［ＳＯ２］ｎ－Ｑ
　［式中、
　Ｒｆは、全フッ素化有機連結基であり、
　Ｒは、有機連結基であり、
　Ｚ＋は、Ｈ＋、１価の陽イオン、又は多価の陽イオンであり、
　Ｑは、Ｈ、Ｆ、－ＮＨ２、－Ｏ－Ｙ＋、又は－ＣｘＦ２ｘ＋１であり、
　Ｙ＋は、Ｈ＋、１価の陽イオン、又は多価の陽イオンであり、
　ｘ＝１～４であり、
　ｍ＝０～６であり、かつ
　ｎ＝０又は１であり、
　ただし、ｍ又はｎのうちの少なくとも１つは、零以外でなくてはならない］による繰り
返しペンダント基と、を有し、
　前記ポリマーアイオノマーは、前記第２の液体よりも前記第１の液体に対する透過性が
より高く、
　ただし、ｍ＝０であり、かつＱが－Ｏ－Ｙ＋である場合、前記第１の液体はアルコール
であり、かつ前記第２の液体はガソリンである、カートリッジ。
【請求項３】
　第１の液体を、第１の液体及び第２の液体を含む供給混合物から選択的に浸透気化させ
るための分離膜であって、
　互いに反対側を向いた第１主面及び第２主面、並びに複数の細孔を含む多孔質基材と、
　前記多孔質基材中及び／又は前記多孔質基材上に厚さを有する層を形成する、ポリマー
アイオノマーと、を含み、
　前記ポリマーアイオノマーは、高フッ素化主鎖と、以下の式（式Ｉ）：
　－Ｏ－Ｒｆ－［－ＳＯ２－Ｎ－（Ｚ＋）－ＳＯ２－Ｒ－］ｍ－［ＳＯ２］ｎ－Ｑ
　［式中、
　Ｒｆは、全フッ素化有機連結基であり、
　Ｒは、有機連結基であり、
　Ｚ＋は、Ｈ＋、１価の陽イオン、又は多価の陽イオンであり、
　Ｑは、Ｈ、Ｆ、－ＮＨ２、－Ｏ－Ｙ＋、又は－ＣｘＦ２ｘ＋１であり、
　Ｙ＋は、Ｈ＋、１価の陽イオン、又は多価の陽イオンであり、
　ｘ＝１～４であり、
　ｍ＝０～６であり、かつ
　ｎ＝０又は１であり、
　ただし、ｍ又はｎのうちの少なくとも１つは、零以外でなくてはならない］による繰り
返しペンダント基と、を有し、
　前記ポリマーアイオノマーは、前記第２の液体よりも前記第１の液体に対する透過性が
より高く、
　ただし、ｍ＝０であり、かつＱが－Ｏ－Ｙ＋である場合、前記第１の液体はアルコール
であり、かつ前記第２の液体はガソリンである、分離膜。
【請求項４】
　（メタ）アクリル含有ポリマーを更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法
、カートリッジ、又は膜。
【請求項５】
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　前記（メタ）アクリル含有ポリマーが、前記ポリマーアイオノマーと混合されている、
請求項４に記載の方法、カートリッジ、又は膜。
【請求項６】
　前記（メタ）アクリル含有ポリマーとポリマーアイオノマーとが別々の層中にある、請
求項５に記載の方法、カートリッジ、又は膜。
【請求項７】
　エポキシポリマーを更に含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法、カートリッ
ジ、又は膜。
【請求項８】
　前記エポキシポリマーが、前記ポリマーアイオノマーと混合されている、又は、前記エ
ポキシポリマーとポリマーアイオノマーとが別々の層中にある、請求項７に記載の方法、
カートリッジ、又は膜。
【請求項９】
　（ａ）前記ポリマーアイオノマーと混合されたイオン性液体、又は
　（ｂ）分離膜上に配置された非晶質フッ素系フィルム
のうちの少なくとも１つを更に含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法、カート
リッジ、又は膜。
【請求項１０】
　前記非晶質フッ素系フィルムが、少なくとも１００℃のＴｇを有する非晶質ガラス状パ
ーフルオロポリマーを含む、プラズマ蒸着されたフッ素系フィルムである、請求項９に記
載の方法、カートリッジ、又は膜。
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